


1. この研修成果報告書について

今年度の学術情報システム総合つ ー クショップのテー マは、 「研究データを用いたサー ビスの調査・企

画Jである。 オープンサイエンスで求められる研究データの利活用促進のための仕組みを企画し仕様書の形

にすることが研修成果として求められた。

8名の研修参加者は2班に分けられ、 我々B班は、 国立国会図書館職員 1名、 国立大学図書館職員（東京

大学、 九州大学、 北海道大学） 3名で構成することとなった。

本報告書では、 我々が考えた「ODENJ仕様書完成への経緯や背景、 過程を研修成果報告としてまとめた

ちのである。 「ODEN」の詳細については、 別途仕様書に委ねることとする。 （参考：図1-1.0DENの画面

遷移イメ ー ジ）

図1-1.0DENの画面遷移イメ ー ラ

2. 背景・問題意識

我々B班は、 ユーザー側からの視点で研究データを用いたサー ビスを考えることとした。 世の中には、

オープンな研究デー タ（以後オー ブンデータという）が散在している。 それぞれのオープンデータは、 当該

サイトからの利用が可能であるが、 一元的にオープンデータの情報を集約し、 ワンストップでの検索を可能

にする事が利活用を促進するのではという結論に至った。

そこで、 我々が企画するこのサー ビスを、 「オープンデータ利活用総合基盤（Open Data Enhancing

Network）」、 通称「ODEN（おでん）」（以後、 ODENという）として開発することとした。
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図4-1.サービスモデル（7/1時点）

グルー プ発表では、 これらのグルー プで検討した内容を発表し、 他の受講者や講師陣、 国立情報学研究所

(NII）のスタッフから既存のサービスとの差異、 システムの構造（特に検索のキーとなるメタデータをど

のように構築するか）、 予貨をどう確保するか、 運用体制等に関する質問や意見をいただいた。

【第1回集合研修後の作業】

第1回集合研修から第2回集合研修までの聞は、 研究データやそのサービスについて情報収集し、 理解を

深め、 今後研究データの利活用という側面においてどのようなサービスが必要とされるかについて各自検討

した。

それらを踏まえ、 以下のような流れでグルー プとしてサービスの詳細について検討を進めることとした。

( 1) Strategyに挙げた要素をより具体的に文字化し、 実現したい優先順位をつける

(2） 優先順位順に技術的な実現方法を調べていく

(3） 一方で、 Strategyに挙げた要素以外で実現すべき要素がない力、を考え、 文字化していく

(4) (3）に必要な技術を調べる

(5) (1）ー（4）を踏まえて、 再度全体のモデル化をする

また、 このシステムにはゲーミフィケーションの要素を取り入れることにしたため、 その有効事例等につ

いてち調査することとした。

各自分担して作業を進め、 8/17にビデオチヤツ卜（Googleハングアウト）によりオンラインミーテイン

グを行い、 作業結果を共有し、 第2回集合研修でのグルー プ発表内容や作業分担について確認した。
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2日目（8/26）ちグルー プ討議が行われ、 タスクの洗い出し、 スケジュールと進め方の決定、 発表準備を

行い、 今後のグルー プでの共同作業のためには頻繁に情報共有や進捗官理をすべきであることから、 毎週テ

キストチヤツト（Googleドキュメン卜への同時書き込み）によりオンラインミ ーテイングを行うこととし

た。

2日目のグルー プ発表では、 ここまでの検討内容をまとめ、 発表資料3に沿って報告した。

質疑応答では、 特にターゲツ卜設定に関する意見や、 インセンティブとして業績評価に使えるのかどうか

という疑問などをいただき、 今後検討することにした。 大向先生からは、 リポラトリ機能を持たせる必要が

あるのか、 このサー ビスにおいて最ちコアな部分はどこなのかを考え、 不要なものは削っていくべきで、 今

回はリポラトリ機能は作らず（A班に任せ）利活用に特化したサー ビスを検討した方がよいのではないかと

の意見をいただいた。 この意見を踏まえ、 グルー プで再検討した結果、 最終的に本サー ビス構築では独自の

リポラトリは持たないことに決定した。

【第2回集合研修後の作業】

第2回集合研修の際に決めたとおり、 週1でオンラインミ ーテイングを行うことになった。 第2回集合研修

と第3回の集合研修の聞（8/27～10/30）に、 オンラインミ ーテインク（テキストチヤツト7回、 ビデオ

チヤツ卜2回）を行った。 テキストチヤツ卜でのミ ーテイングは、 事前にGoogleドライブ上に議題をまとめ

たドキュメントをおき、 毎週水曜日の10時半にそのドキュメント上に集まるごとにしていた。 そのドキュ

メン卜に自分の発言を書き込むことで議論する。 毎回、 次のミ ーテインクまでのToDoとスケラユ ールを確

認し、 継続的に作業を行えるようにした。 テキストチャットは、 発言をドキュメン卜に書き込むため、 その

まま議事録となる。 今回の研修では非常に有益であった。

第3回集合研修に向けて、 以下の流れで検討及び作業を始めた。

(1）サー ビス名の検討

(2）機能詳細化・ワイヤフレームの作成

(3）メタデータスキーマ・マッピンク
‘

・API設計

(4）全体の再検討・仕様構成の検討

(5）仕様書作成開始

(6）第3回集合研修での発表用スライド作成開始

(7）各自作業を行い、 第3回集合研修の準備をする

まず、 サー ビス名の検討を始めた。 事前に各自で考えたサー ビス名を提示し合い、 その中から選ぶことに

した。 これまでの研修において、 B班は圏内のオー プンデータを集めて利用するデータベースの構築を検討

していたため、 和風で、 ごった煮というイメーラに合致したroDEN(Open Data Enhancing Network）」

（読み方：おでん）を採用することとなった。 しかしながら、 その後の検討の結果、 圏内に限らない（

Data Citeのデータを基本とした）デー タを扱うことになった。 ただし、 主に日本人及び日本語の分かる利用

者を対象としているため、 名称は変えないこととし、 日本語の名称として「オー プンデータ利活用総合基盤

システムjとした。 また、 ODENの具をモチーフに図4-3.のとおり口ゴち作成した。

.－..歪
図4・3.0DENのロゴ

3発表資料：h仕o://www.nii.ac. io/hrd/ia/ciws/reoort/h28/h28 ar2 olan. odf （最終閲覧：2016年
12月11日）
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